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新
し
い
交
流
チ
ヤ
 
会
長
家
根
敏
明
 
 
 

醸
 
 

㍉
∵
 
 

関
東
地
区
の
学
部
同
窓
会
は
発
足
十
三
年
を
 
 

迎
え
ま
し
た
が
、
今
日
に
至
る
会
の
発
展
に
努
 
 

力
を
尽
く
さ
れ
た
先
人
の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
 
 

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
同
窓
会
の
活
動
は
 
 

常
時
専
任
の
組
織
を
持
つ
わ
け
で
な
く
、
関
係
 
 

幹
事
が
そ
の
都
度
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
時
間
を
都
 
 

合
し
て
検
討
課
題
を
協
議
す
る
方
法
な
の
で
、
 
 

一
つ
の
結
論
の
た
め
に
予
想
外
の
時
間
が
か
 
 

か
っ
た
り
、
進
捗
不
良
の
も
ど
か
し
い
思
い
に
 
 

か
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
 
 

る
事
務
的
処
理
と
称
さ
れ
る
取
組
と
は
異
な
 
 

り
、
人
為
的
な
作
業
を
重
ね
、
関
係
幹
事
の
誠
 
 

意
と
努
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
 
 

り
、
そ
の
結
果
が
会
の
存
立
を
支
え
る
背
景
と
 
 

な
っ
て
い
る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

最
近
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
交
流
 
 

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
と
開
き
ま
す
が
、
昨
今
 
 

の
よ
う
な
信
頼
欠
如
社
会
に
あ
っ
て
は
、
人
は
 
 

何
か
確
信
の
持
て
る
人
間
関
係
を
求
め
た
い
と
 
 

い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
同
窓
 
 

会
が
こ
う
し
た
感
情
交
流
の
場
と
し
て
期
待
さ
 
 

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
会
の
進
路
と
し
 
 

て
も
、
今
後
目
標
と
す
る
べ
き
ひ
と
つ
の
方
向
 
 

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
の
名
簿
管
 
 

理
や
会
報
編
集
に
加
え
て
、
会
員
相
互
の
新
し
 
 

い
交
流
チ
ャ
ン
ス
を
提
案
す
る
活
動
や
、
各
位
 
 

の
様
々
な
発
案
提
言
に
よ
る
会
員
の
常
時
参
加
 
 

型
運
営
に
質
的
転
換
を
は
か
る
な
ど
社
会
的
背
 
 

景
の
変
化
に
対
応
す
る
情
報
交
流
、
行
動
交
流
 
 

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
み
る
必
要
を
感
じ
ま
 
 

専
尊
蕗
「
1
澄
1
藩
り
尊
卑
 
 

す
。
勿
論
常
時
専
任
の
組
織
を
持
た
な
い
会
の
 
 

宿
命
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
が
容
易
で
な
 
 

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
求
む
べ
き
方
向
で
 
 

あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。
 
 
 

先
に
越
河
前
会
長
の
後
任
の
要
請
を
頂
い
た
 
 

折
、
固
く
辞
退
の
意
向
を
お
伝
え
し
つ
つ
も
、
 
 

結
局
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
 
 

す
で
に
約
五
十
年
を
数
え
る
昔
日
、
片
平
丁
 
 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゼ
ミ
の
研
究
室
に
お
け
る
信
頼
 
 

と
友
情
に
満
ち
た
忘
れ
が
た
い
充
実
の
日
々
が
 
 

今
も
念
頭
を
離
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
藤
 
 

井
仙
台
市
長
も
当
時
の
体
験
共
有
を
持
つ
先
輩
 
 

の
一
人
で
あ
り
、
過
日
お
目
に
か
か
る
機
会
を
 
 

得
た
際
に
来
る
十
一
月
八
日
（
金
）
 
の
学
部
関
 
 

東
地
区
同
窓
会
総
会
で
先
輩
の
立
場
か
ら
の
記
 
 

念
講
演
を
是
非
に
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
超
 
 

多
忙
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
割
い
て
ご
出
席
い
た
 
 

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
な
 
 

る
だ
け
多
数
の
皆
様
に
総
会
へ
の
ご
参
加
を
 
 

賜
っ
て
仙
台
を
語
り
、
友
情
を
語
り
、
人
生
を
 
 

語
り
つ
つ
新
し
い
会
員
交
流
の
輪
を
拡
大
さ
せ
 
 

て
頂
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 
 
 

最
後
に
学
部
発
展
に
大
い
な
る
足
跡
を
残
さ
 
 

れ
た
竹
内
利
美
、
塚
田
毅
両
教
授
は
残
念
に
も
 
 

昨
年
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
 
 

を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

ま
た
当
会
活
動
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
 
 

岩
坪
杏
子
副
会
長
が
今
夏
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

悲
し
み
と
共
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
 
 

と
存
じ
ま
す
。
 
 

第7回東北大学教育学部関東地区同窓会総会のご案内   

第7期同窓会を、特別講演には、仙台市長の藤井黎氏を講師に迎え、下記の通り総会を開催  

することになりました。是非共ご出席をお願い申し上げます。なお出欠のご回答を事務局あて  
同封のハガキにて10月21日（月）までにお寄せ下さい。  

東北大学教育学部関東地区同窓会会長 家根敏明  

記  

●開催 日  平成14年11月8日（金）18時30分より（18時受付開始）  
●会  場  ホテル工ドモント 2F「波光の問」  

（詳細は7ページをご覧下さい。）   
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東
北
大
学
教
育
学
部
は
、
一
九
九
九
年
五
 
 

月
に
創
立
五
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
 
 

と
を
、
教
育
学
部
の
創
設
と
発
展
に
尽
力
さ
 
 

れ
ま
し
た
教
官
、
事
務
職
員
そ
し
て
同
窓
生
 
 

の
皆
様
と
と
も
に
、
祝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

『
教
育
学
部
五
〇
年
の
歩
み
』
は
、
創
立
 
 

五
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
 
 

れ
る
も
の
で
す
。
教
育
学
部
は
、
戦
後
、
新
 
 

制
の
国
立
大
学
お
よ
び
学
部
の
設
置
を
定
め
 
 

た
国
立
学
校
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
東
北
 
 

大
学
の
一
部
局
と
し
て
一
九
四
九
 
（
昭
和
二
 
 

四
）
 
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
は
、
教
 
 

育
学
部
が
半
世
紀
に
わ
た
り
日
々
刻
ん
で
き
 
 

た
活
動
を
年
代
記
的
に
綴
る
と
と
も
に
、
東
 
 

北
大
学
お
よ
び
社
会
の
時
代
的
な
諸
状
況
と
 
 

の
関
連
に
お
い
て
、
個
々
の
活
動
が
も
つ
歴
 
 

史
的
な
意
味
づ
け
を
、
現
時
点
で
改
め
て
試
 
 
 

（
こ
こ
ろ
み
）
 
た
も
の
で
す
。
 
 
 

「
五
〇
」
年
と
い
う
時
間
を
凝
縮
し
た
本
 
 

誌
は
ま
た
、
創
設
以
来
、
教
育
学
部
が
教
育
 
 

の
科
学
的
な
研
究
・
教
育
お
よ
び
教
育
界
で
 
 

活
躍
す
る
中
核
的
な
人
材
育
成
の
専
門
組
織
 
 

と
し
て
、
一
層
の
拡
充
と
、
総
合
大
学
で
あ
 
 

る
東
北
大
学
の
自
治
と
運
営
へ
の
責
任
あ
る
 
 

参
加
に
、
そ
れ
ぞ
れ
努
め
て
き
た
営
み
を
リ
 
 

ア
ル
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
 
 

「
五
〇
年
の
歩
み
」
が
平
坦
で
あ
っ
た
と
は
 
 

言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
教
育
 
 

教
育
学
部
の
歴
史
的
転
換
 
 

－
 
 

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
て
 
 
 

東
北
大
学
教
育
学
部
学
部
長
 
不
破
和
彦
 
 

学
部
は
組
織
の
編
成
と
道
営
の
あ
り
か
た
を
 
 

め
ぐ
り
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
事
態
に
、
 
 

一
度
な
ら
ず
遭
遇
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
 
 

も
教
員
養
成
課
程
の
分
離
・
独
立
の
問
題
は
、
 
 

教
育
学
部
五
〇
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
大
き
 
 

な
転
換
を
画
す
る
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

教
育
学
部
が
、
創
設
に
あ
た
り
宮
城
師
範
 
 

学
校
と
宮
城
青
年
師
範
学
校
と
を
併
合
し
、
 
 

教
育
の
総
合
的
な
科
学
的
研
究
と
そ
れ
に
依
 
 

拠
し
た
教
員
養
成
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
 
 

斬
新
か
つ
理
想
的
な
構
想
を
掲
げ
、
実
現
に
 
 

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
九
 
 

六
五
 
（
昭
和
四
〇
）
年
の
教
員
養
成
課
程
の
 
 

分
維
・
独
立
は
、
教
育
学
部
自
ら
が
組
織
と
 
 

し
て
の
新
た
な
存
在
と
方
向
性
に
つ
い
て
、
 
 

選
択
的
な
決
定
を
行
っ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
 
 

の
具
体
的
な
実
相
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
科
 
 

学
的
な
分
析
、
方
法
を
駆
使
し
た
教
育
の
研
 
 

究
教
育
の
中
核
拠
点
化
を
積
極
的
に
指
向
 
 

し
、
附
属
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
の
設
置
 
 

（
一
九
七
三
、
昭
和
四
八
年
）
、
講
座
の
新
 
 

設
な
ど
整
備
と
拡
充
を
遂
げ
て
き
た
、
今
日
 
 

の
教
育
学
部
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
教
員
養
成
課
程
の
分
 
 

離
・
独
立
に
至
る
意
思
決
定
の
過
程
は
、
学
 
 

部
教
官
に
よ
る
十
分
な
審
議
と
そ
れ
を
踏
ま
 
 

え
た
合
意
形
成
、
さ
ら
に
東
北
大
学
に
と
っ
 
 

て
大
学
自
治
の
砦
で
あ
る
最
高
意
思
決
定
機
 
 

関
と
し
て
の
評
議
会
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
つ
 
 

て
、
学
部
自
治
の
尊
重
と
堅
持
に
問
題
を
残
 
 

し
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
 
 
 

現
在
、
教
育
学
部
は
ま
た
、
新
た
な
歴
史
 
 

的
転
換
を
迎
え
て
い
ま
す
。
大
学
改
革
の
一
 
 

貫
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
学
部
の
改
革
で
 
 

す
。
そ
れ
は
創
立
五
〇
年
を
契
機
に
、
教
育
 
 

学
部
が
今
後
に
築
い
て
い
く
、
新
た
な
歴
史
 
 

の
起
点
に
な
る
も
の
で
す
。
一
九
九
八
 
（
平
 
 

成
一
〇
）
 
年
四
月
に
実
施
し
た
学
部
の
学
科
 
 

改
組
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
学
科
、
 
 

教
育
心
理
学
科
の
二
学
科
、
一
五
講
座
を
、
 
 

教
育
科
学
科
の
一
学
科
、
五
大
講
座
へ
と
再
 
 

編
し
ま
し
た
。
 
 
 

教
育
学
部
は
、
そ
の
前
身
を
一
九
l
一
三
 
 

（
大
正
一
二
）
年
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
 
 

部
哲
学
科
の
一
講
座
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
 
 

教
育
学
講
座
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

一
九
四
九
 
（
昭
和
二
四
）
年
の
独
立
し
た
一
 
 

部
局
と
し
て
の
発
足
以
来
、
伝
統
あ
る
教
育
 
 

の
哲
学
的
な
研
究
教
育
を
継
承
し
な
が
ら
 
 

も
、
社
会
学
、
行
政
学
、
心
理
学
な
ど
の
社
 
 

会
諸
科
学
さ
ら
に
は
医
学
な
ど
の
理
論
や
視
 
 

点
、
方
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
広
範
な
教
育
 
 

事
象
の
実
証
的
、
実
験
的
、
臨
床
的
な
研
究
 
 

教
育
の
推
進
に
、
い
ち
早
く
着
手
し
て
き
ま
 
 

し
た
。
こ
の
点
に
、
戦
後
、
類
似
の
総
合
大
 
 

学
で
あ
っ
た
旧
帝
国
大
学
に
設
置
さ
れ
た
、
 
 

他
の
教
育
学
部
と
の
対
比
に
お
い
て
、
本
教
 
 

育
学
部
の
特
徴
が
あ
る
と
と
も
に
、
教
育
の
 
 

研
究
教
育
の
専
門
組
織
と
し
て
の
学
部
の
創
 
 

設
と
そ
の
後
の
発
展
に
係
わ
る
、
理
念
的
な
 
 

構
想
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
 
 

か
ら
は
、
科
学
的
な
学
問
と
し
て
の
教
育
の
 
 

研
究
が
未
確
立
の
時
代
に
あ
っ
て
、
科
学
的
 
 

な
方
法
に
よ
る
教
育
の
総
合
的
な
研
究
教
育
 
 

の
創
造
と
そ
の
具
体
的
か
つ
組
織
的
な
活
動
 
 

の
拠
点
化
を
、
積
極
的
に
目
指
し
た
意
気
込
 
 

み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
戦
後
間
 
 

も
な
い
時
期
に
措
か
れ
た
、
斬
新
か
つ
独
創
 
 

的
な
構
想
と
そ
の
実
現
へ
の
学
部
を
挙
げ
て
 
 

の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
、
今
日
の
教
育
学
 
 

部
の
基
盤
を
築
き
、
そ
の
後
の
整
備
・
拡
充
 
 

に
道
を
切
り
開
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
そ
 
 

の
集
大
成
の
根
幹
に
あ
た
る
の
が
、
今
回
の
 
 

学
科
改
組
前
の
講
座
編
成
で
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
学
科
改
組
 
（
一
九
九
八
年
四
 
 

月
）
 
前
後
の
講
座
編
成
を
含
む
学
部
の
組
織
 
 

を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
す
。
改
組
前
 
 

は
、
二
学
科
 
（
教
育
学
科
、
教
育
心
理
学
 
 

科
）
 
体
制
で
、
教
育
学
科
は
、
教
育
哲
学
、
 
 

教
育
史
、
教
育
思
潮
 
（
以
上
が
哲
学
専
 
 

攻
）
、
教
育
社
全
学
、
社
会
教
育
学
 
（
社
会
 
 

専
攻
）
、
教
育
行
政
学
、
学
校
管
理
、
教
育
 
 

内
容
（
行
政
専
攻
）
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
（
ス
ポ
ー
 
 

ツ
専
攻
）
、
教
育
心
理
学
科
は
、
人
格
・
学
 
 

習
心
理
学
、
児
童
二
青
年
心
理
学
、
臨
床
心
 
 

理
学
 
（
心
理
専
攻
）
、
聴
覚
言
語
障
害
学
、
 
 

視
覚
障
害
学
、
知
能
障
害
学
（
障
害
専
攻
）
 
 

の
各
講
座
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

改
組
彼
の
現
在
は
、
教
育
科
学
科
の
一
学
 
 

科
制
の
下
に
、
人
間
形
成
論
講
座
 
（
教
育
哲
 
 

学
、
日
本
教
育
史
、
外
国
教
育
史
、
比
較
人
 
 

間
形
成
論
各
分
野
）
、
教
育
政
策
科
学
講
座
 
 

（
教
育
社
全
学
、
教
育
行
政
学
、
比
較
教
育
 
 

シ
ス
テ
ム
論
、
教
育
計
画
論
各
分
野
）
、
成
 
 

人
継
続
教
育
論
講
座
 
（
成
人
教
育
論
、
リ
カ
 
 

レ
ン
ト
教
育
論
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
各
分
 
 

野
）
、
教
授
学
習
科
学
講
座
 
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
 
 

ム
論
、
教
育
心
理
学
、
学
習
心
理
学
、
教
育
 
 

実
践
論
各
分
野
）
、
人
間
発
達
臨
床
科
学
講
 
 

座
 
（
生
涯
発
達
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
、
発
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達
臨
床
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
 
 

学
、
発
達
障
害
学
、
障
害
補
償
論
各
分
野
）
 
 

の
五
講
座
（
大
講
座
制
）
編
成
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

二
一
世
紀
を
目
前
に
、
大
学
改
革
は
世
界
 
 

的
潮
流
と
い
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
 
 

が
、
欧
米
で
は
既
に
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
 
 

本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
 
 

て
、
日
本
の
場
合
に
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
 
 

で
あ
り
ま
す
。
大
学
改
革
が
緊
要
な
今
日
的
 
 

課
題
と
し
て
登
場
し
た
背
景
に
は
、
現
代
社
 
 

会
が
専
門
社
会
ま
た
は
知
識
社
会
と
し
て
象
 
 

徴
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間
の
知
的
活
 
 

動
に
よ
っ
て
創
造
的
に
生
産
さ
れ
た
新
た
な
 
 

知
が
、
世
界
社
会
の
変
動
の
推
進
力
と
し
て
 
 

大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
 
 

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
代
社
会
は
、
知
 
 

的
生
産
の
専
門
機
関
で
あ
る
大
学
に
対
し
 
 

て
、
研
究
教
育
の
一
層
の
質
的
な
高
度
化
と
 
 

学
際
化
、
そ
れ
を
効
率
的
・
競
争
的
に
推
進
 
 

し
、
併
せ
て
研
究
教
育
の
成
果
で
あ
る
知
的
 
 

生
産
物
の
社
会
へ
の
積
極
的
な
提
供
を
可
能
 
 

に
す
る
、
新
た
な
組
織
道
営
シ
ス
テ
ム
の
確
 
 

立
を
強
く
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
教
 
 

育
の
研
究
教
育
の
専
門
組
織
で
あ
る
教
育
学
 
 

部
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

今
日
、
教
育
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
 
 

な
い
課
題
と
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
直
面
し
て
 
 

い
ま
す
。
教
育
学
部
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
 
 

明
確
に
認
識
し
、
時
代
の
転
換
期
に
あ
る
教
 
 

育
が
も
つ
複
雑
な
内
実
や
不
確
か
な
方
向
性
 
 

に
つ
い
て
、
理
論
的
か
つ
実
証
的
・
実
践
的
 
 

な
解
明
を
通
し
て
全
体
的
な
把
捉
に
努
め
、
 
 

課
題
解
決
に
向
け
た
新
し
い
教
育
観
と
そ
れ
 
 

に
基
づ
く
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
 
 

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
、
役
割
と
し
て
い
ま
 
 

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
創
設
か
ら
五
〇
年
に
 
 

わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
個
別
分
野
ご
と
の
研
 
 

究
の
成
果
を
基
本
的
に
継
承
し
な
が
ら
も
、
 
 

以
前
に
増
し
て
、
個
別
分
野
を
横
断
し
た
学
 
 

際
的
か
つ
総
合
的
な
研
究
を
可
能
と
す
る
組
 
 

織
の
構
成
を
図
り
、
教
育
の
新
た
な
研
究
分
野
 
 

の
開
発
と
高
度
で
先
駆
的
、
独
創
的
な
知
の
創
 
 

造
に
努
め
る
こ
と
が
、
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

同
時
に
、
教
育
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 
 

変
動
社
会
で
の
生
活
、
労
働
、
余
暇
、
福
祉
 
 

な
ど
社
会
の
広
範
な
分
野
で
活
躍
す
る
専
門
 
 

的
な
教
育
指
導
者
・
援
助
者
へ
の
社
会
的
需
 
 

要
の
強
ま
り
に
応
え
る
、
教
育
に
関
す
る
深
 
 

い
見
識
と
洞
察
力
さ
ら
に
は
課
題
解
決
に
向
 
 

け
て
、
高
度
な
水
準
で
の
実
践
的
な
企
画
・
 
 

立
案
能
力
を
備
え
た
人
材
育
成
に
鋭
意
取
り
 
 

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
教
育
学
部
の
目
標
で
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

今
回
の
学
部
の
学
科
改
組
は
、
上
記
の
研
 
 

究
教
育
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
実
施
さ
れ
 
 

た
も
の
で
す
。
教
育
学
部
は
一
つ
の
時
代
の
 
 

存
在
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
時
代
を
超
え
 
 

て
、
し
か
も
発
展
的
に
維
持
・
再
生
産
さ
れ
 
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
部
教
授
会
は
こ
 
 

の
点
を
自
覚
し
な
が
ら
協
議
と
合
意
形
成
を
 
 

踏
ま
え
、
学
部
の
総
力
を
挙
げ
て
遂
行
す
る
 
 

責
務
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
 
 

と
は
、
教
育
学
部
が
日
本
に
お
け
る
教
育
の
 
 

研
究
教
育
の
中
核
機
関
と
し
て
、
常
に
時
代
 
 

の
教
育
の
現
在
そ
し
て
将
来
に
向
け
て
の
動
 
 

向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
研
究
教
育
の
一
 
 

層
の
高
度
化
と
発
展
に
不
可
欠
な
条
件
整
備
 
 

に
不
断
に
努
め
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
 
 

を
意
味
し
ま
す
。
 
 
 

教
育
学
部
は
、
今
回
の
学
科
改
組
を
起
点
 
 

に
、
新
た
な
歴
史
の
構
築
に
向
け
た
一
歩
を
 
 

確
か
に
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
一
 
 

川
「
教
育
学
」
は
、
つ
き
な
い
人
 
 
 

間
探
求
・
実
践
力
あ
る
人
材
を
 
 
 

育
て
ま
す
。
 
 
 

本
学
部
で
は
、
「
教
育
科
学
科
」
 
の
一
大
 
 

学
科
の
も
と
で
 
「
教
育
」
 
に
つ
い
て
総
合
的
 
 

か
つ
有
機
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
す
教
 
 

育
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一
大
学
科
の
下
 
 

に
、
次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
な
五
つ
の
講
座
 
 

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
形
成
論
講
 
 

座
、
教
育
政
策
科
学
講
庫
、
成
人
継
続
教
育
 
 

論
講
座
、
教
授
学
習
科
学
講
座
、
そ
し
て
人
 
 

間
発
達
臨
床
科
学
講
座
で
す
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
講
座
名
称
は
、
単
一
の
学
問
領
 
 

域
を
表
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
講
座
が
教
育
・
研
究
の
対
象
と
す
る
領
 
 

域
を
全
体
と
し
て
総
称
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

学
問
と
し
て
の
系
統
を
保
持
し
っ
つ
、
「
教
 
 

育
」
を
対
象
と
す
る
教
育
・
研
究
の
実
践
性
 
 

を
表
現
す
る
名
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
 
 

ぞ
れ
柱
と
な
る
よ
う
な
学
問
領
域
を
核
と
 
 

つ
一
つ
の
歩
み
は
、
教
育
学
部
が
今
後
に
迎
 
 

え
る
時
間
を
自
ら
の
歴
史
と
し
て
埋
め
て
い
 
 

く
も
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
教
育
学
部
 
 

に
と
っ
て
は
、
学
科
改
組
に
引
き
つ
ぐ
課
題
 
 

と
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
学
研
究
 
 

科
の
拡
充
構
想
 
－
 
教
育
を
め
ぐ
る
最
高
水
 
 

準
の
先
端
的
な
研
究
教
育
機
関
と
し
て
の
確
 
 

立
と
そ
の
た
め
の
教
育
学
研
究
科
の
部
局
化
 
 

の
実
現
が
、
重
要
な
任
務
と
な
っ
て
い
ま
 
 

「
東
北
大
学
教
育
学
部
案
内
」
に
み
る
 
 
 

教
育
学
部
の
新
し
い
専
攻
学
科
に
つ
い
て
 
 

し
、
そ
の
周
辺
に
学
際
的
な
分
野
や
新
し
い
 
 

分
野
が
配
さ
れ
、
さ
ら
に
講
座
間
の
連
携
・
 
 

交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
 
 

に
な
い
新
た
な
創
造
的
な
領
域
で
の
教
育
・
 
 

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
 
 
 

ま
た
大
学
院
教
育
学
研
究
科
は
結
合
数
育
 
 

科
学
の
一
専
攻
か
ら
成
り
、
博
士
課
程
前
期
 
 

二
年
・
後
期
三
年
の
課
程
が
設
け
ら
れ
て
い
 
 

ま
す
。
教
育
の
研
究
者
と
と
も
に
、
専
修
免
 
 

許
状
を
有
す
る
教
員
や
、
臨
床
心
理
士
、
生
 
 

涯
学
習
関
連
行
政
職
員
な
ど
、
高
度
な
専
門
 
 

的
職
業
人
の
養
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

東
北
大
学
教
育
学
部
は
、
学
部
教
育
の
目
 
 

標
と
し
て
、
教
育
に
関
す
る
幅
広
く
か
つ
深
 
 

い
見
識
を
備
え
、
実
践
力
を
身
に
付
け
た
人
 
 

材
の
育
成
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
国
民
す
べ
て
 
 

が
教
育
体
験
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
 
 

学
部
の
学
生
が
学
ぶ
対
象
と
す
る
「
教
育
」
 
 

は
な
じ
み
や
す
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
が
ち
で
 
 

す
が
、
実
は
個
別
体
験
で
は
見
渡
す
こ
と
の
 
 

で
き
な
い
巨
大
な
社
会
制
度
と
し
て
存
立
 
 
 

す
。
こ
う
し
た
一
連
の
改
革
が
確
か
な
成
果
 
 

を
生
み
だ
し
、
併
せ
て
教
育
学
部
の
時
代
を
 
 

超
え
た
発
展
的
な
拡
大
・
再
生
産
の
基
盤
強
 
 

化
に
寄
与
す
る
よ
う
、
そ
の
推
進
に
あ
た
る
 
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撞
 
 

を
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
 
 

げ
ま
す
。
 
 
 

（
「
教
育
学
部
五
〇
年
の
歩
み
」
よ
り
転
載
）
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し
、
多
様
な
視
点
か
ら
幅
広
く
捉
え
な
け
れ
 
 

ば
全
体
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
 
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

現
在
、
社
会
が
本
学
部
の
卒
業
生
に
求
め
 
 

て
い
る
資
質
は
、
た
ん
な
る
教
育
に
関
す
る
 
 

専
門
知
識
で
な
く
、
個
別
の
知
識
を
有
機
的
に
 
 

関
連
さ
せ
る
柔
軟
な
知
識
の
連
用
能
力
で
す
。
 
 
 

「
教
育
」
を
教
育
・
研
究
の
対
象
と
し
て
 
 

共
有
し
、
そ
の
共
通
の
対
象
に
対
し
て
人
文
 
 

学
か
ら
社
会
科
学
、
医
学
ま
で
含
む
さ
ま
ざ
 
 

ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
能
力
を
身
に
付
 
 

け
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
本
学
部
の
独
自
性
が
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
本
学
部
で
は
、
学
校
数
貝
の
 
 

育
成
を
主
目
標
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
単
位
を
修
得
す
る
こ
 
 

と
に
よ
り
、
中
学
校
∴
高
等
学
校
等
の
教
員
 
 

免
許
状
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

㈱
教
育
学
部
の
沿
革
と
新
し
い
組
織
 
 

①
教
育
学
部
の
沿
革
 
 

旧
制
 
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
哲
学
科
 
 

教
育
学
講
座
 
 

宮
城
師
範
学
校
、
宮
城
青
年
師
範
 
 

学
校
 
 

昭
和
2
4
年
5
月
 
 

謂
年
4
月
 
 

2
9
年
9
月
 
 

9
 3
年
4
月
 
 束

北
大
学
教
育
学
部
設
置
 
 

（
教
育
学
科
、
学
校
数
青
学
 
 

科
、
特
殊
教
育
学
科
、
二
年
 
 

制
教
員
養
成
課
程
）
 
 

大
学
院
教
育
学
研
究
科
設
置
 
 

（
講
座
省
令
公
布
）
教
育
学
部
 
 

一
〇
講
座
 
 

教
育
学
部
 
二
学
科
三
課
程
 
 

（
教
育
学
科
、
教
育
心
理
学
科
、
 
 

小
学
校
教
員
養
成
課
程
、
中
 
 

学
校
教
員
養
成
課
程
、
古
学
 
 
 

②
新
し
い
教
育
学
部
組
織
図
 
 

4
0
年
4
月
 
 

4
0
年
4
月
 
 

4
3
年
4
月
 
 

購
年
4
月
 
 

平
成
4
年
4
月
 
 

5
年
4
月
 
 

1
0
年
4
月
 
 校

教
員
養
成
課
程
…
三
課
程
 
 

は
教
育
学
部
分
校
で
教
育
を
 
 

行
う
。
）
 
 

三
課
程
廃
止
1
宮
城
教
育
大
学
 
 

視
覚
欠
陥
学
講
座
（
現
視
覚
 
 

障
害
学
）
 
 

知
能
欠
陥
学
講
座
（
現
知
能
 
 

障
害
学
）
 
 

附
属
大
学
教
育
開
放
セ
ン
 
 

タ
ー
設
置
 
 

臨
床
心
理
学
講
座
設
置
 
 

教
育
思
潮
講
座
 
 

ス
ポ
ー
ツ
科
学
講
座
設
置
 
 

数
青
学
部
一
学
科
五
大
講
座
 
 
 

数
育
科
学
科
 
 

・
人
間
形
成
論
講
座
 
 

・
教
育
政
策
科
学
講
座
 
 

・
成
人
継
続
教
育
論
講
座
 
 

・
教
授
学
習
科
学
講
座
 
 

・
人
間
発
達
臨
床
科
学
講
座
 
 

平
成
十
二
 
（
二
〇
〇
〇
）
年
十
一
月
 
 

二
十
四
日
 
（
金
）
 
午
後
六
時
か
ら
東
 
 

京
、
神
田
・
学
士
会
館
に
お
い
て
開
催
 
 

さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
会
期
は
二
年
毎
 
 

で
す
が
、
平
成
十
一
年
十
月
三
十
日
に
 
 

教
育
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
大
会
が
 
 

仙
台
で
挙
行
、
こ
れ
に
出
席
の
向
き
も
 
 

あ
る
と
考
え
、
一
年
間
総
会
を
繰
り
延
 
 

べ
た
次
第
で
す
。
ご
諒
承
の
程
を
。
 
 
 

第
一
部
の
総
会
は
議
長
団
に
川
島
春
 
 

夫
、
小
玉
幸
彦
両
会
員
を
選
任
、
人
事
・
 
 

予
決
算
な
ど
の
付
議
事
項
の
全
て
が
無
 
 

事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

第
二
部
で
は
菅
井
邦
明
学
部
長
に
お
 
 

願
い
し
て
、
教
育
学
部
の
歴
史
的
転
換
 
 

と
も
い
う
べ
き
、
改
組
の
実
情
と
そ
の
 
 

理
念
、
展
望
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
 
 

き
ま
し
た
。
大
学
改
革
の
時
流
の
な
か
 
 

で
母
校
の
情
報
を
と
の
希
望
が
多
く
寄
 
 

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
 
（
今
後
、
学
ぶ
か
 
 

も
知
れ
な
い
児
孫
の
た
め
に
美
田
を
残
 
 

し
て
ほ
し
い
と
の
親
心
も
こ
め
て
…
西
 
 

郷
両
州
に
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
）
。
菅
井
 
 

先
生
の
ご
専
門
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
 
 

ン
障
害
学
、
発
達
障
害
学
等
で
す
が
、
 
 

こ
の
分
野
は
医
療
、
看
護
、
健
康
、
福
 
 

祉
の
今
日
的
課
題
に
隣
接
し
、
理
論
研
 
 

究
は
も
と
よ
り
教
育
、
臨
床
の
実
践
活
 
 

動
に
も
忙
殺
さ
れ
る
と
の
由
、
窮
屈
な
 
 

時
間
を
割
い
て
の
ご
出
席
で
し
た
。
 
 
 

第
六
回
総
会
・
懇
親
会
報
告
 
 

菅
井
邦
明
教
育
学
部
長
・
同
窓
会
長
を
迎
え
て
 
 

今
回
の
総
会
は
残
念
な
が
ら
出
席
者
 
 

は
僅
か
二
十
三
名
で
し
た
の
で
、
第
二
 
 

部
の
意
味
と
内
容
を
本
誌
に
特
集
の
か
 
 

た
ち
で
掲
載
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
参
 
 

考
に
供
す
る
紙
面
構
成
に
し
ま
し
た
。
 
 

資
料
等
の
抄
録
転
載
に
関
し
て
は
、
菅
 
 

井
先
生
の
前
任
学
部
長
不
破
和
彦
教
授
 
 

の
快
諾
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
し
て
謝
 
 

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
因
み
に
 
 

不
破
教
授
は
わ
れ
わ
れ
の
教
育
学
部
卒
 
 

業
 
（
昭
和
四
〇
年
）
 
の
初
め
て
の
学
部
 
 

長
、
次
の
菅
井
教
授
も
同
じ
く
卒
業
生
 
 

（
昭
和
四
一
年
）
 
で
す
。
同
期
あ
る
い
 
 

は
同
専
攻
の
経
で
懇
意
に
し
て
い
る
方
 
 

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

第
三
部
は
恒
例
の
懇
親
パ
ー
 
 

テ
ィ
ー
用
 
新
任
の
佐
藤
仝
副
会
長
、
中
 
 

川
典
雄
事
務
局
長
の
司
会
の
も
と
、
菅
 
 

井
先
生
を
囲
み
母
校
の
今
昔
や
自
身
の
 
 

動
静
、
知
友
の
消
息
を
語
る
秋
の
夜
噺
 
 

ま
し
た
。
 
 

に
似
た
清
々
し
い
趣
き
の
集
い
に
 
 
 

（
河
田
・
徳
田
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㊨
 
㊥
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
隠
 
串
 
⑳
 
⑳
 
顔
 
㊧
 
⑳
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
㊨
 
診
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
㊧
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
㊧
 
㊨
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
㊥
 
㊥
 
㊨
 
瀞
 
◎
 
 

東
北
大
学
百
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
へ
、
 
 

関
東
地
区
同
窓
会
よ
り
五
委
員
推
薦
 
 

東
北
大
学
は
二
〇
〇
七
年
に
百
周
年
を
迎
 
 

え
る
こ
と
と
な
り
、
東
北
大
学
教
育
学
部
同
 
 

窓
会
長
菊
池
武
剋
氏
よ
り
委
員
の
推
薦
依
頼
 
 

▼家根敏明氏への要請文（要約）  

平成14年5月13日  
東北大学教育学部関東地区同窓会長  

東北大学教育学部同窓会束京支部長  

家根 敏明 殿  
東北大学教育学部同窓会長  

東北大学大学院教育学研究科長  

菊池 武剋   

大学は目下大きな変革の中にありますが、教育学部にも変化がありまし  

た。4月末に、新築の文科系総合研究棟に移転いたしました。また、大学教  

育開放センターが新設の大学院教育情報学研究部の一分野として分離される  

ことになりました。さらに、臨床心理コースが認められ、臨床心理士の養成  

に向かうことになりました。今後は法人化を迎えて、同窓会の重要性が高ま  

ることと存じます。今後ともよろしくお願い申し上げます。   

さて、先日、東北大学百周年記念事業準備委貝会から、百周年記念事業推  

進実行委員の推薦方の依頼がございました。早速、4月13日に同窓会理事会  

を開いて、ご推薦をお願いたしました。教育学部は、26名の委員を推薦する  

こととなっておりまして、いろいろ検討いたしましたが、仙台支部から20  

名、東京支部から5名、北海道から1名をお願いすることといたしました。  

現職教官は別の委員となり実行委員は卒業生からということですので、どう  

しても同窓会の方々からお願いすることになります。こ？ことにつきまして  

すでに江川先生にお知らせとお願いを差し上げておりましたので、ご存じと  

は思いますが、改めましてここにお願い申し上げる次第です。   

事情をご賢察くださいまして、東京支部から5名の実行委員を推薦いただ  

きたく、お願い申し上げます。急なことでまことに恐縮でございますが、で  

きるだけお早めに、お知らせくださいますようお願い申し上げます。  

が
あ
り
、
五
委
員
を
関
東
地
区
と
し
て
推
薦
 
 

し
ま
し
た
。
 
 

＊
 
 
 
＊
 
 
 
＊
 
 

◆
東
北
大
学
百
周
年
記
念
事
業
推
進
実
行
 
 
 

委
員
会
委
員
 
 
 

家
根
 
敏
明
 
（
数
社
3
2
）
 
 
 

河
田
 
喬
夫
 
（
数
社
空
 
 
 

佐
藤
 
 
仝
 
（
数
行
翌
 
 
 

岩
坪
 
杏
子
（
教
心
3
8
）
 
 
 

中
川
 
典
雄
（
数
社
4
1
ニ
 
 
 

※
 
（
 
）
 
内
の
数
字
は
卒
業
年
を
示
す
。
 
 

東北大学教育学部関東地区同窓会会則  
の一部改正について（平成12年11月24日）  

会則   

第2条 本会は会員相互の親睦と連絡をはかり、あわせて束北大学教   

育学部の発展に資することを目的とする。（現行）を下記の通り改正致   

しました。  

第2条に新たに、第2項を起し次の文言を加える事に改正。   

「第2条第2項 本会は東北大学教育学部同窓会会則第4条2項  

により、東北大学教育学部同窓会関東支部としての役割を担うもの   

とする。」   

①改正の趣旨  

東北大学教育学部同窓会の組織一新に伴い、北海道地区、仙台地区   

（本部）、関東地区の支部を設けることになり、関東地区同窓会をそ   

の支部とする。  

②参考 東北大学教育学部同窓会会則  

第4条 本会の事務局を東北大学教育学研究科内に置く。  

2  会員が必要と認めたときは、支部を設けることができる。  
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M
百
周
年
記
念
事
業
推
進
実
行
委
員
 
 
 

会
の
形
態
 
 

財
団
法
人
東
北
大
学
研
究
教
育
振
興
財
 
 
 

団
（
以
下
「
財
団
」
と
い
う
。
）
 
に
百
周
 
 
 

年
記
念
事
業
推
進
実
行
委
員
会
 
（
以
下
 
 
 

「
推
進
実
行
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
 
 
 

佃
「
推
進
実
行
委
員
会
」
の
目
的
と
 
 
 

務
 
 
 

川
「
推
進
実
行
委
員
会
」
は
、
東
北
大
学
 
 

が
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
行
う
次
に
 
 

掲
げ
る
百
周
年
事
業
（
以
下
「
四
大
事
 
 

業
」
と
い
う
。
）
 
に
要
す
る
資
金
を
募
 
 

集
し
、
四
大
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
 
 

を
目
的
と
す
る
。
 
 

①
 
東
北
大
学
基
金
の
設
立
 
 

②
 
記
念
建
造
物
の
建
設
 
 

③
 
百
年
史
の
刊
行
 
 

④
 
記
念
行
事
の
実
施
 
 

佃
「
推
進
実
行
委
員
会
」
は
、
百
周
年
記
 
 

念
事
業
の
達
成
の
た
め
、
個
人
・
企
業
 
 

等
に
支
援
・
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
と
 
 

広
報
を
行
う
。
 
 
 

刷
 
「
推
進
実
行
委
員
会
」
 
の
組
織
と
 
 
 

構
成
 
 
 

川
「
推
進
実
行
委
員
会
」
は
、
企
業
及
び
 
 

自
治
体
等
関
係
者
、
地
域
及
び
産
業
界
 
 

等
関
係
者
、
部
局
同
窓
会
 
（
含
‖
支
部
 
 

同
窓
会
）
 
及
び
財
団
関
係
者
等
を
母
体
 
 

と
し
て
、
広
く
組
織
す
る
こ
と
と
し
、
 
 
 

⑳
 
静
 
㊧
 
㊧
 
⑳
 
扱
 
⑳
 
⑳
 
◎
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
㊨
 
◎
 
㊥
 
⑳
 
⑳
 
㊨
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
⑳
 
⑳
 
⑳
 
啓
 
⑬
 
⑳
 
⑳
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
㊧
 
⑳
 
⑳
 
 

百
周
年
記
念
事
業
推
進
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
 
 

「
推
進
実
行
委
員
会
」
 
に
、
以
下
の
役
 
 
 

員
せ
置
く
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

①
 
実
行
委
月
長
（
役
員
）
…
＝
二
名
 
 
 

②
 
同
 
副
委
員
長
（
役
員
）
 
 

…
…
二
十
名
 
 
 

㊥
 
同
 
常
任
実
行
委
員
（
役
員
）
 
 

…
…
二
十
名
～
三
十
名
程
度
 
 

④
 
推
進
実
行
委
員
総
数
 
 

…
＝
五
〇
〇
名
～
六
〇
〇
名
程
度
 
 
 

周
「
推
進
実
行
委
員
会
」
 
の
委
員
は
、
原
 
 
 

則
と
し
て
各
部
局
及
び
部
局
同
窓
会
か
 
 
 

ら
の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

な
お
、
こ
の
他
、
財
団
、
全
学
同
窓
 
 
 

会
、
支
部
同
窓
会
、
退
官
教
職
員
等
、
 
 
 

関
係
団
体
か
ら
適
任
者
を
推
薦
願
う
こ
 
 
 

と
と
す
る
。
 
 
 

㈱
「
推
進
実
行
委
貝
会
」
に
委
員
長
、
及
 
 
 

び
副
委
員
長
を
置
く
と
共
に
、
同
実
行
 
 
 

委
貝
会
の
下
に
募
金
活
動
を
策
定
し
、
 
 
 

募
金
事
業
を
推
進
す
る
た
め
常
任
実
行
 
 
 

委
員
会
を
置
く
。
 
 
 

㈲
部
会
等
の
設
置
 
 

募
金
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
 
 
 

「
推
進
実
行
委
貝
会
」
 
の
下
に
以
下
の
 
 
 

部
会
を
設
置
す
る
。
 
 

①
 
法
人
担
当
部
会
 
 

⑦
 
同
窓
生
担
当
部
会
 
 

③
 
教
職
員
担
当
部
会
 
 
 

④
 
そ
の
他
（
在
校
生
等
担
当
部
会
）
 
 

な
お
、
①
法
人
担
当
部
会
に
は
、
各
地
 
 
 

区
に
お
け
る
募
金
活
動
 
（
法
人
の
み
な
ら
 
 
 

ず
一
般
市
民
を
も
対
象
と
す
る
。
）
 
を
推
 
 
 

進
す
る
た
め
の
地
区
実
行
委
貞
会
を
置
 
 
く
D
 
 
 

回
庶
務
 
 

「
推
進
実
行
委
貞
会
」
及
び
「
部
会
」
 
 
 

に
関
す
る
事
務
は
財
団
の
事
務
局
に
お
い
 
 
 

て
処
理
す
る
。
 
 
 

㈲
「
推
進
実
行
委
員
会
」
委
員
（
役
 
 
 

員
）
 
の
選
考
等
に
つ
い
て
 
 

各
部
局
及
び
同
窓
会
等
か
ら
推
薦
い
た
 
 
 

だ
い
た
委
員
 
（
役
員
）
 
候
補
者
に
つ
い
て
 
 
 

は
、
財
団
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
、
 
 
 

委
員
（
役
員
）
 
は
財
団
の
理
事
長
が
委
嘱
 
 
 

す
る
。
 
 

⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
＠
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
⑳
 
静
 
㊧
 
 

同
窓
会
関
連
の
 
 

役
員
の
異
動
 
 

Ⅲ
 
東
北
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
役
員
と
し
 
 
 

て
、
次
の
三
名
を
関
東
地
区
委
日
月
と
し
て
 
 
 

推
薦
し
ま
し
た
。
 
 

教
育
学
部
同
窓
会
 
 

副
会
長
 
家
根
敏
明
 
（
越
河
六
郎
 
 

前
会
長
と
交
替
）
 
 

理
 
事
 
江
川
 
亮
 
（
再
任
）
 
 

理
 
事
 
河
田
喬
夫
 
（
再
任
）
 
 

佃
 
東
北
大
学
全
学
同
窓
会
東
京
支
部
 
 

幹
 
事
 
江
川
 
亮
（
再
任
）
 
 

①開催 日  平成14年11月8日（全）  
②会  場  ホテルエドモント 2F「波光の問」（千代田区飯田橋3－10－8 TEL O3（3237）1111  

」R中央線飯田橋駅・地下鉄飯田橋駅下車徒歩5分 案内図を涜付。）  
③総  会 18時30分（18時受付開始）  
④講  演 18暗50分・   仙台市長 藤井 黎氏（昭和32年東北大学大学院教育学研究科修了）  

⑤懇親会 19暗30分  
（参会  費  8，000円（当日受付にてお支払い下さい）  
⑦申込締切 10月21日（月）（同封の返信用ハガキで、出欠をご回答下さい）  

⑧問い合せ先 同窓会事務局 中川典雄  
自宅：〒331－0043 さいたま市大成町1－558モンシエール大成206 TEL O48（667）7998  

勤務先：朝日火災海上保険㈱ TEL O3（3256）6068 FAX O3（3254）5978   






